
 

 
                            

議会運営委員会 協議事項    令和７.６.16（月）午 前 1 0 時 
 
 
 
１ 議会運営委員会委員の辞任・選任について 
 
 
 
２ 議員の派遣について 
 

 

 

３ 前議長及び前副議長に対する感謝状贈呈について 

 
 
 
４ 定例会最終日の運営について 
（１）委員会審査の結果について 

 
（２）討論の通告者について     
   酒井豊実議員…  
 
 
 
           の４件に対する反対討論 
 
（３）市長提出追加事件について 

選 第 ５ 号 浜松市監査委員選任について 

選 第 ６ 号 浜松市職員懲戒審査委員会委員選任について 

諮 第 ３ 号 人権擁護委員候補者推薦について 

  
（４）議会提出事件について 

議長発議第 11 号  浜松市議会議会運営委員会委員辞任について 

議長発議第 12 号 浜松市議会議会運営委員会委員選任について 
選 挙 第 ４ 号  浜名学園組合議会議員補欠選挙について 

選 挙 第 ５ 号  静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

発議案第５号  森の力再生事業の継続を求める意見書について 

発議案第６号  認可地縁団体の運営が簡素化できるよう法令の改正を求める意見書 

発議案第７号  若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書について 

発議案第８号 データ主権の確保と国内ＣＳＰ育成による持続可能なガバメントク

ラウドの実現を求める意見書について 

第  88号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 
第  92 号議案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 
第  97 号議案 浜松市公園条例の一部改正について 

第 101 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 
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発議案第９号 リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）

の確保や処遇改善を求める意見書について 

議員の派遣について 
鳥井德孝前議長に対する感謝状贈呈について 
加茂俊武前副議長に対する感謝状贈呈について 
永年在職議員に対する表彰状贈呈について 

 
（５）議事日程・議事の順序について（別紙） 
 
 
 
５ 人事案件について 
（１）浜松市監査委員（４人中２人） 

前 任 者 任 期 後 任 者 任 期 

渥 美   誠 
令和６．６．17 ～ 

   令和９．４．30 
 

就任日 ～ 

   令和９．４．30 

斉 藤 晴 明 
令和６．６．17 ～ 

   令和９．４．30 
 

就任日 ～ 

   令和９．４．30 

 
（２）浜松市職員懲戒審査委員会委員（５人中３人） 

前 任 者 任 期 後 任 者 任 期 

髙 林   修 
令和６．６．17 ～ 

令和７．10．６ 
 

就任日 ～ 
   令和７．10．６ 

森 田 賢 児 
令和６．６．17 ～ 

令和７．10．６ 
 

就任日 ～ 
   令和７．10．６ 

上 田 晃 寿 
令和４．10．７ ～ 

令和７．10．６ 
 

就任日 ～ 
   令和７．10．６ 

 
（３）人権擁護委員候補者（61人中13人） 

現 任 者 任 期 後 任 者 任 期 
山 中 千惠子 

令和４．10．１～ 
令和７．９．30 

 
令和７．10．１～ 

  令和10．９．30 

森 本 岳 二 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

荒 熊 由美子 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

伊   郁 代 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

平 林 ひづる 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

寺 田 清 子 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

山 口   登 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

武 田 憲 幸 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

鈴 木 隆 幸 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 
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鈴 木   誠 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

宗 田 たづ子 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

加 藤 範 房 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
  令和10．９．30 

那須田 政 廣 
令和４．10．１～ 

令和７．９．30 
 

令和７．10．１～ 
    令和10．９．30 

 
６ ９月定例会の質問等について 
（１）９月定例会のスケジュールについて（別紙） 
 
（２）質問について 

ア 質問者の数 
 

代表質問 一般質問 
自由民主党浜松 １人 ２人 
市民クラブ   ―  １人 
公明党 １人   ― 
創造浜松・国民民主党浜松 １人   ― 
日本共産党浜松市議団   ―  １人 
   ３人  ４人 

             

イ 質問日別の人数 
 

代表質問 一般質問 
９月24日（水） ３人 ― 
９月25日（木） ―  ４人 
   ３人  ４人 

ウ 質問通告期限 ……９月16日（火）正午 

エ 質問順序   
 

代表質問 一般質問 

１ 
日 
目 

１ 自由民主党浜松  
２ 公明党  
３ 創造浜松・国民民主党浜松  
   

２ 
日 
目 

 １ 市民クラブ 
 ２  
 ３  
  ４  
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令和７年６月１７日 

議 員 派 遣 一 覧 表 

 

 地方自治法第 100条第 13項及び会議規則第 153条の規定により、下記のとおり議員を派遣する。 

記 

１ 静岡県市町議会議員研修会 

目  的 場  所 期  間 派 遣 議 員 

静岡県市議会議長会並びに静

岡県町村議会議長会の共催に

より行われる研修会に参加

し、「AI、自動運転、医療 DX

―現代の先端テクノロジー

は、産業や社会をどう変えて

いくか」に関する講演を聴講

することにより、議員の資質

向上及び見聞を広める。 

静岡県コンベンション

アーツセンター 

「グランシップ」 

（静岡市） 

令和７年７月１１日 

 

 

 

 

 

 

馬塚 彩矢香 

鈴 木    恵 

鈴木 裕之 

藤田 典良 

辻村 公子 

酒井 豊実 

小黒 啓子 

森 田  賢 児 

山崎 とし子 

大城 七瀬 

花井 洋介 

石津 陽子 

中野 和幸 

神間 郁子 

小野田 康弘 

露木 里江子 

久米 丈二 

井田 博康 

北 島  定 

遠山 将吾 

太田 利実保 

丸  英 之 

幸田 惠里子 

岩田 邦泰 

鈴木 真人 

齋藤 和志 

平野 岳子 

松本 康夫 

加茂 俊武 

倉田 清一 

須藤 京子 

湖東 秀隆 

関 イチロー 

松下 正行 

北野谷 富子 

戸 田  誠 

髙 林  修 

鳥井 德孝 

花井 和夫 

渥 美  誠 
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令和７年６月１０日   

 

浜松市議会議長 髙 林  修 様 

 

浜松市議会総務委員会    

委員長  小野田 康 弘 

 

 

委員会審査結果報告書 

 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月１０日 

 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 88号 議 案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第１項 

第２項中 

歳入予算中 

   第23款 繰越金 

第２条（繰越明許費）中 

公共建築物長寿命化推進事業 

第３条（債務負担行為の補正）中 

 引佐最終処分場地すべり災害復旧工事費 

第４条（地方債の補正） 

原案可決  

 

第 93号 議 案 浜松市税条例の一部改正について 同  

第 94号 議 案 浜松市手数料条例の一部改正について（別表一

般・税の項） 

同  

第100号議案 浜松市非常勤の特別職の報酬及び費用弁償並び

にその支給条例の一部改正について 

同  

第101号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第１項 

第２項中 

同  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

歳入予算中 

   第18款 国庫支出金 

第23款 繰越金 
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令和７年６月１０日   

 

浜松市議会議長 髙 林  修 様 

 

浜松市議会厚生保健委員会  

委員長  山 崎 とし子 

 

 

委員会審査結果報告書 

 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月１０日 

 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 88 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号）

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第２項中 

歳入予算中 

第18款 国庫支出金中 

第１項 国庫負担金 

    第２項 国庫補助金中 

     第２目 民生費国庫補助金 

第19款 県支出金中 

第１項 県負担金 

    第２項 県補助金中 

     第２目 民生費県補助金 

歳出予算中 

第３款 民生費 

第３条（債務負担行為の補正）中 

 福祉交流センター指定管理運営費 

ふれあい交流センター湖東外２施設指定管理

運営費（ふれあい交流センター湖東、ふれあ

い交流センター湖南、ふれあい交流センター

陽だまり） 

ふれあい交流センター江之島外２施設指定管

理運営費（ふれあい交流センター江之島、ふ

原案可決  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

れあい交流センター可美、ふれあい交流セン

ター青龍） 

ふれあい交流センター竜西外２施設指定管理

運営費（ふれあい交流センター竜西、ふれあ

い交流センター浜北、浜北社会福祉会館） 

ふれあい交流センターいたや外１施設指定管

理運営費（ふれあい交流センターいたや、ふ

れあい交流センター萩原） 

第 89 号議案 令和７年度浜松市病院事業会計補正予算（第１

号） 

原案可決  

第 101 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第２項中 

 歳出予算中 

  第４款 衛生費 

同  
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令和７年６月１０日   

 

浜松市議会議長 髙 林  修 様 

 

浜松市議会環境経済委員会  

委員長  岩 田 邦 泰 

 

 

委員会審査結果報告書 

 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月１０日 

 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 88 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第２項中 

歳入予算中 

第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第３目 衛生費国庫補助金 

  歳出予算中 

   第４款 衛生費 

第２条（繰越明許費）中 

ごみ収集事業（平和清掃事業所費） 

 南部清掃センター事業（ごみ収集事業） 

第３条（債務負担行為の補正）中 

 勤労会館解体事業費 

観光バス公共駐車場指定管理運営費 

原案可決  

 

第 95号 議 案 浜松市観光バス公共駐車場条例の一部改正につ

いて 

同  

第 96 号議案 浜松市土地改良事業賦課金徴収条例の一部改正

について 

同  

第 101 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

同  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第２項中 

  歳出予算中 

   第７款 商工費 
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令和７年６月１０日   

 

浜松市議会議長 髙 林  修 様 

 

浜松市議会建設消防委員会  

委員長  井 田 博 康 

 

委員会審査結果報告書 

 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月１０日 

 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 88号 議 案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第２項中 

歳入予算中 

第18款 国庫支出金中 

    第２項 国庫補助金中 

     第７目 土木費国庫補助金 

第19款 県支出金中 

    第２項 県補助金中 

     第６目 土木費県補助金 

   第25款 市債中 

第１項 市債中 

     第７目 土木債 

歳出予算中 

   第８款 土木費 

第３条（債務負担行為の補正）中 

三ヶ日地域バス運行業務委託費 

安間川公園外２施設指定管理運営費（安間川

公園、ゆたか緑地、ゆたか第２緑地） 

住宅使用料等コンビニエンスストア収納事業 

費 

原案可決  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 90号 議 案 令和７年度浜松市水道事業会計補正予算（第１

号） 

原案可決 
 

第 91号 議 案 令和７年度浜松市下水道事業会計補正予算（第

１号） 

同 
 

第 97号 議 案 浜松市公園条例の一部改正について 同  

第 98号 議 案 浜松市地区計画の区域内における建築物の制

限に関する条例の一部改正について 

同  
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令和７年６月１０日   

 

浜松市議会議長 髙 林  修 様 

 

浜松市議会市民文教委員会  

委員長  久 米 丈 二 

 

 

委員会審査結果報告書 

 

本委員会に付託された事件について、審査の結果、次のとおり決定したので、会議

規則第１００条の規定により報告します。 

記 

１ 委員会開会の月日  ６月１０日 

 

２ 審査の結果 

事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

第 88 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

第２項中 

歳入予算中 

第17款 使用料及び手数料 

第18款 国庫支出金中 

第２項 国庫補助金中 

     第９目 教育費国庫補助金 

第19款 県支出金中 

    第２項 県補助金中 

     第８目 教育費県補助金 

第24款 諸収入 

第25款 市債中 

第１項 市債中 

     第１目 総務債 

  歳出予算中 

第２款 総務費 

第10款 教育費 

第３条（債務負担行為の補正）中 

男女共同参画・文化芸術活動推進センター指

定管理運営費 

 茶室指定管理運営費 

原案可決  
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事 件 番 号 件          名 審査結果 備考 

水窪総合体育館指定管理運営費 

舞阪総合体育館外１施設指定管理運営費（舞

阪総合体育館、舞阪乙女園グラウンド） 

四ツ池運動施設指定管理運営費 

天竜Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理運営費 

雄踏文化センター指定管理運営費 

賀茂真淵記念館指定管理運営費 

積志図書館指定管理運営費 

北図書館外１施設指定管理運営費（北図書館、

都田図書館） 

浜北図書館指定管理運営費 

第 92 号議案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 原案可決  

第 94 号議案 浜松市手数料条例の一部改正について（別表市

民生活の項） 

同  

第 99 号議案 浜松市立高等学校授業料等に関する条例の一部

改正について 

同  

第 101 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１条（歳入歳出予算の補正）中 

 第２項中 

  歳入予算中 

   第24款 諸収入 

  歳出予算中 

   第10款 教育費 

同  
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議 長 発 議 第 1 1 号 
令和７年６月 17 日 

 
 

浜松市議会議会運営委員会委員辞任について 
 
 
浜松市議会委員会条例第 12 条の規定に基づき、次の浜松市議会議会運営委員会委員から

辞任願が提出されたので、辞任の許可を求める。 
 
 

浜松市議会議長  髙 林  修 
 
 
 
 

委員     倉 田 清 一 
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議 長 発 議 第 1 2 号 
令和７年６月 17 日 

 
 

浜松市議会議会運営委員会委員選任について 
 
 
浜松市議会委員会条例第７条第１項の規定に基づき、浜松市議会議会運営委員会委員を

次のとおり指名する。 
 
 

浜松市議会議長  髙 林  修 
 
 
 
 

委員     加 茂 俊 武 
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選 挙 第 ４ 号 
令和７年６月 17 日 

 
 

浜名学園組合議会議員補欠選挙について 
 
 
 浜名学園組合規約第８条第１項の規定に基づき、浜名学園組合議会議員４人の選挙を求

める。 
 
 

浜松市議会議長  髙 林  修 
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選 挙 第 ５ 号 
令和７年６月 17 日 

 
 

静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 
 
 
 静岡県後期高齢者医療広域連合規約第９条第３項の規定に基づき、静岡県後期高齢者医

療広域連合議会議員の選挙を求める。 
 
 

浜松市議会議長  髙 林  修 
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発 議 案 第 ５ 号 

令和７年６月17日 

 

森の力再生事業の継続を求める意見書について 

 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り提出する。 

 

 

発議者 浜松市議会議員 久 米 丈 二 

同    井 田 博 康 

同    太 田 利実保 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    平 野 岳 子 

同    倉 田 清 一 

 

 

提案理由 

 

森の力再生事業は令和７年度で第２期計画の最終年度となるが、事業の重要

性に鑑み、次期計画として事業を継続するよう求めるため、本意見書を提出する。 
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森の力再生事業の継続を求める意見書 

 

森林は、水源涵養や土砂流出防止などの公益的機能を有しており、市民全体に

様々な恩恵をもたらしている。 

森の力再生事業は、緊急性や困難性が高い荒廃森林において、強度間伐、災害

による風倒木の整理、放置竹林の伐採等により「森の力」の回復を図るものであ

り、本市では、平成18年度の制度開始から令和６年度末までで約3500ヘクタール

の実績を上げている。近年頻発する局地的な集中豪雨を受け、災害に強い強靭な

森づくりへの市民意識は高まっており、事業継続への期待感も高まっている。 

一方、令和６年度から開始された森林環境税は、森林環境譲与税として地方自

治体へ一定のルールにより交付され、森林整備等に必要な地方財源の安定的確

保につながるとともに、国内の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止等

への森林・林業分野による環境整備の効果が期待されている。 

同譲与税は関連法により、森林整備だけでなく林業関係の人材育成及び市民・

企業を含めた木材利用の促進、またそれらの啓発への取組を使途とすることと

なっており、所有者が整備できない荒廃森林の再生を目的とした森の力再生事

業とは、その目的を異としている。 

これらの２つの事業は、まさに両輪の関係であり、それぞれの目的に沿い、そ

の効果を発現することで、森林の公益的機能を最大限に発揮し、住民にその恩恵

を与えるものである。 

よって、森の力再生事業は令和７年度で第２期計画の最終年度となるが、県に

おいては、事業の重要性に鑑み、次期計画として事業を継続するよう強く要望す

る。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 
令和７年６月17日 

浜松市議会議長 髙 林  修 

 

静岡県知事 様 
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発 議 案 第 ６ 号 

令和７年６月17日 

 

認可地縁団体の運営が簡素化できるよう法令の改正を求める意見書について 

 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り提出する。 

 

 

発議者 浜松市議会議員 久 米 丈 二 

同    井 田 博 康 

同    太 田 利実保 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    平 野 岳 子 

同    倉 田 清 一 

 

 

提案理由 

 

認可地縁団体の運営が簡素化できるよう、認可地縁団体の構成員全員の意思

表示を要する重要事項の範囲を限定し、毎年の定例的な総会での表決は世帯単

位で可能となるよう、要件を緩和するとともに、認可地縁団体の不動産の登記に

関する登録免許税の減免措置を講ずるよう求めるため、本意見書を提出する。 
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認可地縁団体の運営が簡素化できるよう法令の改正を求める意見書 

 

自治会・町内会など一定の区域に住所を有する者の地縁に基づいて形成され

た「地縁による団体」について、地域的な共同活動を円滑に行うため、市町村長

の認可を受けたときはその規約に定める目的の範囲内において、権利を有し、義

務を負う制度（以下、「認可地縁団体制度」という。）が平成３年の地方自治法改

正により設けられた。 

その後の法改正を経て、認可地縁団体制度により、それまで自治会・町内会等

の地縁による団体が、不動産等の登記ができなかったことによる様々な問題が

解消された効果は大きい。 

反面、現場では、運用の煩雑さに起因する問題も生じている。特に、その区域

に住所を有する全ての個人をその構成員とすることから、総会ごとに構成員の

出席を求めることとなるが、実際に出席することが困難な生後間もない乳幼児

や小・中学生等も委任状の提出対象となり、結局のところ、法定代理人の親が表

決権を行使することとなる。 

自治会・町内会は、原則として、全世帯加入を組織原理とする任意の地縁組織

であり、その団体意思はこれまで、世帯単位で１票とする表決により決定してき

た。したがって、地域における共同活動を円滑に行うことを目的とする認可地縁

団体であっても、表決を世帯単位とすることに一定の合理性がある。 

たとえ、地域に住む者全員に構成員としての権利があるとしても、役員の負担

はできる限り軽減し、持続可能性を担保する必要があることから、その運営は簡

素で効率的であるべきである。 

また、地縁団体の目的が公益である性質上、一定の要件を満たせば、不動産の

登記に関する登録免許税を減免するなどの措置を講ずるべきである。 

よって、国においては、認可地縁団体の運営が簡素化できるよう、以下の点に

ついて関係法令の改正を強く要望する。 

 

記 

 

１ 認可地縁団体の構成員全員の意思表示を要する重要事項の範囲を、法人の

設立、解散、財産の取得や処分に限定するなど、毎年の定例的な総会での表決

は世帯単位で可能となるよう、要件を緩和すること。 

２ 認可地縁団体の不動産の登記に関する登録免許税の減免措置を講ずること。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 
令和７年６月17日 

浜松市議会議長 髙 林  修 

 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

総務大臣   様  財務大臣   様 

法務大臣   様 
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発 議 案 第 ７ 号 

令和７年６月17日 

 

若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書について 

 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り提出する。 

 

 

発議者 浜松市議会議員 久 米 丈 二 

同    井 田 博 康 

同    太 田 利実保 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    平 野 岳 子 

同    倉 田 清 一 

 

 

提案理由 

 

被選挙権年齢について、様々な権利が得られると同時に相応の義務を負うこ

とになる成人年齢との均衡や、選挙権年齢と被選挙権年齢を一致させている国

際的な潮流を踏まえて引下げを行うとともに、若者の政治参画を促進するため、

供託金の在り方や主権者教育の拡充などの必要な支援等について、抜本的な改

革を行うよう求めるため、本意見書を提出する。 
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若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書 

 

我が国の被選挙権は、公職選挙法により衆議院議員・地方議会議員については

満25歳以上、また、参議院議員については満30歳以上と規定されている。この被

選挙権について、最高裁判所においては、被選挙権は選挙権と表裏一体の関係に

ある重要な権利であり、被選挙権（立候補の自由）は「憲法第15条１項の趣旨に

照らし、基本的人権の一つとして、憲法の保障する重要な権利である」（最大判

昭和43年12月４日）との見解が示されている。 

我が国では、成人年齢及び選挙権年齢である満18歳になると、親の同意なしに

会社を設立し代表取締役に就任することが可能となり、また裁判員や検察審査

員として重大な刑事事件等にも関与することができるにもかかわらず、被選挙

権年齢は満25歳以上となっている。 

 一方でＯＥＣＤ加盟国では、下院での被選挙権年齢は満18歳以上が23か国、

60.5%と最も多くなっており、我が国の衆議院議員のように25歳以上というのは、

５か国、13.2%と少数派となっているのが現状である。また、選挙権年齢と被選

挙権年齢を18歳以上と統一している国も過半数を超えている。 

 よって、国においては、様々な権利が得られると同時に相応の義務を負うこと

になる成人年齢との均衡や、選挙権年齢と被選挙権年齢を一致させている国際

的な潮流を踏まえ、被選挙権年齢については、引下げを行うとともに、若者の政

治参画を促進するため、供託金の在り方や主権者教育の拡充など、必要な支援等

について、抜本的な改革を行うことを強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 
令和７年６月17日 

浜松市議会議長 髙 林  修 

 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

総務大臣   様 
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発 議 案 第 ８ 号 

令和７年６月17日 

 

データ主権の確保と国内ＣＳＰ育成による持続可能な 

ガバメントクラウドの実現を求める意見書について 

 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り提出する。 

 

 

発議者 浜松市議会議員 久 米 丈 二 

同    井 田 博 康 

同    太 田 利実保 

同    丸   英 之 

同    岩 田 邦 泰 

同    齋 藤 和 志 

同    平 野 岳 子 

同    倉 田 清 一 

 

 

提案理由 

 

データ主権の確保と経済安全保障の観点から、地方自治体が安心してガバメ

ントクラウドを活用できる環境整備に向け、国内ＣＳＰの育成支援を強力に進

めるとともに、クラウドロックインの課題を解消するため必要な財政措置を講

じるよう求めるため、本意見書を提出する。 
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データ主権の確保と国内ＣＳＰ育成による持続可能な 

ガバメントクラウドの実現を求める意見書 

 

令和６年12月24日に成立した情報通信技術を活用した行政の推進等に関する

法律の一部改正により、ガバメントクラウドの導入が推進されている。しかし、

現状では海外のクラウドサービス提供事業者（以下、「ＣＳＰ」という。）への依

存度が高く、データ主権及び経済安全保障の観点から、以下の懸念が生じている。 

まずは、データ主権の確保の問題である。海外ＣＳＰに依存することで、我が

国の重要なデータが外国政府の法的要求により開示されるリスクが存在する。

これは、国民のプライバシー保護や国家の主権に関わる重大な問題である。併せ

て、一度、特定のＣＳＰを選択すると、他のＣＳＰへの移行が難しくなるクラウ

ドロックインの問題もデータ主権に関しての課題となる。 

さらに、現在国内データセンターにデータ保管する国内のＣＳＰは限られて

おり、地方自治体がガバメントクラウドへ移行する際に実質的な選択肢が乏し

い状況である。そのため、国内ＣＳＰを育成し、地方自治体が安心して利用でき

る環境を整備することが急務と考える。併せて、現在の移行スケジュールについ

ては、全国の地方自治体が同時期にガバメントクラウドへ移行することを目指

しており、ベンダーの対応力不足やデジタル人材の不足、価格の高騰などの問題

が懸念される。 

よって、国においては、データ主権の確保と経済安全保障の観点から、地方自

治体が安心してガバメントクラウドを活用できる環境整備に向け、国内ＣＳＰ

の育成支援を強力に進めるとともに、クラウドロックインの課題を解消するた

め必要な財政措置を講じることを強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 
令和７年６月17日 

浜松市議会議長 髙 林  修 

 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

総務大臣   様  デジタル大臣 様 
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発 議 案 第 ９ 号 

令和７年６月17日 

 

リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）の確保や 

処遇改善を求める意見書について 

 

上記意見書を、浜松市議会会議規則第12条第１項の規定に基づき、別紙のとお

り提出する。 

 

 

発議者 浜松市議会議員 久 米 丈 二 

同    井 田 博 康 

同    太 田 利実保 

同    丸   英 之 

同    齋 藤 和 志 

同    平 野 岳 子 

同    倉 田 清 一 

 

 

提案理由 

 

リハビリテーション専門職の給与引上げが確実に行われるよう措置するとと

もに、地域におけるリハビリテーション専門職の確保や処遇改善に向けた取組

を推進するよう求めるため、本意見書を提出する。 
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リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）の 

確保や処遇改善を求める意見書 

 

リハビリテーションの目的は、事故やけがによる身体機能不全の回復に加え、

高齢や脳の病気による心身機能低下を改善させることである。 

 昨今では、高齢者はもとより認知症の方や障害者への支援、子供の発達支援、

メンタルヘルスケアなど多くの分野で必要とされており、クオリティー・オブ・

ライフ（ＱＯＬ）の向上についても期待されている。 

 リハビリテーションには、理学療法や作業療法、言語聴覚療法があり、それぞ

れ理学療法士、作業療法士、言語聴覚士（以下、「リハビリテーション専門職」

という。）が行っているが、その給与額は長年変化がなく、他職種と比較して伸

び率が劣っている。低賃金構造は優秀な人材の流出や担い手不足を招き、リハビ

リテーションの質の低下にもつながりかねない。 

 国においては、令和６年度診療報酬改定において、リハビリテーション専門職

の賃上げ措置を決定したところであるが、リハビリテーション専門職団体協議

会が令和６年９月に実施した「リハビリテーション専門職の処遇改善に関する

実態調査」において、医療施設では約３割、介護・福祉施設では約４割の施設で

給与の引上げが行われていない実態が明らかとなった。 

 リハビリテーション専門職の処遇改善は喫緊の課題であることから、今後は

給与水準の底上げや継続的な昇給に向けた抜本的な対策が必要である。 

 よって、国においては、リハビリテーション専門職の給与引上げが確実に行わ

れる措置と地域におけるリハビリテーション専門職の確保や処遇改善に向けた

取組を推進するよう強く要望する。 

 

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 
令和７年６月17日 

浜松市議会議長 髙 林  修 

 

衆議院議長  様  参議院議長  様 

内閣総理大臣 様  内閣官房長官 様 

厚生労働大臣 様  経済産業大臣 様 
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議 事 日 程 （第１１号） 

令和７年６月１７日（火）午前１０時開議 

 

第 １ 会議録署名議員指名 

第 ２ 第 88 号 議 案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第１号） 

第 ３ 第 89 号 議 案 令和７年度浜松市病院事業会計補正予算（第１号） 

第 ４ 第 90 号 議 案 令和７年度浜松市水道事業会計補正予算（第１号） 

第 ５ 第 91 号 議 案 令和７年度浜松市下水道事業会計補正予算（第１号） 

第 ６ 第 92 号 議 案 浜松市総合体育館条例等の一部改正について 

第 ７ 第 93 号 議 案 浜松市税条例の一部改正について 

第 ８ 第 94 号 議 案 浜松市手数料条例の一部改正について 

第 ９ 第 95 号 議 案 浜松市観光バス公共駐車場条例の一部改正について 

第１０ 第 96 号 議 案 浜松市土地改良事業賦課金徴収条例の一部改正について 

第１１ 第 97 号 議 案 浜松市公園条例の一部改正について 

第１２ 第 98 号 議 案 浜松市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
について 

第１３ 第 99 号 議 案 浜松市立高等学校授業料等に関する条例の一部改正について 

第１４ 第 100 号議案 浜松市非常勤の特別職の報酬及び費用弁償並びにその支給条例の一部改
正について 

第１５ 第 101 号議案 令和７年度浜松市一般会計補正予算（第２号） 

第１６ 選 第 ５ 号 浜松市監査委員選任について 

第１７ 選 第 ６ 号 浜松市職員懲戒審査委員会委員選任について 

第１８ 諮 第 ３ 号 人権擁護委員候補者推薦について 

第１９ 議長発議第 11 号 浜松市議会議会運営委員会委員辞任について 

第２０ 議長発議第 12 号 浜松市議会議会運営委員会委員選任について 

第２１ 選 挙 第 ４ 号 浜名学園組合議会議員補欠選挙について 

第２２ 選 挙 第 ５ 号 静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

第２３ 発議案第５号 森の力再生事業の継続を求める意見書について 

第２４ 発議案第６号 認可地縁団体の運営が簡素化できるよう法令の改正を求める意見書につ
いて 

第２５ 発議案第７号  若者の政治参加を促進する抜本的改革を求める意見書について 

第２６ 発議案第８号 データ主権の確保と国内ＣＳＰ育成による持続可能なガバメントクラウ
ドの実現を求める意見書について 
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第２７ 発議案第９号 リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）の確
保や処遇改善を求める意見書について 

第２８ 議員の派遣について 

第２９ 鳥井德孝前議長に対する感謝状贈呈について 

第３０ 加茂俊武前副議長に対する感謝状贈呈について 

第３１ 永年在職議員に対する表彰状贈呈について 
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議 事 の 順 序 （第５日） 

令和７年６月１７日（火）午前１０時開議 

 

１ 開 議 の 宣 告 

２ 表 彰 状 伝 達 

３ 会議録署名議員指名 

              自 日程第 ２ 第 88 号議案 
４ 議 題 の 宣 告……                 14件 
              至 日程第１５ 第 101 号議案 

（１）委 員 長 報 告…… （１）総 務 委 員 長 
 （２）厚生保健委員長 
 （３）環境経済委員長 

 （４）建設消防委員長 
 （５）市民文教委員長 

（２）委員長報告に対する質疑 

（３）討 論 

（４）採 決……別紙「採決の順序」のとおり 

５ 選 第 ５ 号 上 程……日程第１６（監査委員選任） 

※除斥対象議員退席 
（１）説 明 

（２）質 疑 

（３）委員会付託省略 

（討 論） 

（４）採 決 

６ 選 第 ６ 号 上 程……日程第１７（職員懲戒審査委員会委員選任） 

  ※除斥対象議員退席 
（１）説 明 

（２）質 疑 

（３）委員会付託省略 

（討 論） 

（４）採 決 

７ 諮 第 ３ 号 上 程……日程第１８（人権擁護委員候補者推薦） 

（１）説 明 

（２）質 疑 

（３）委員会付託省略 

（討 論） 

（４）採 決 
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８ 議長発議第11号上程……日程第１９（議会運営委員会委員辞任） 

（１）採 決 

９ 議長発議第12号上程……日程第２０（議会運営委員会委員選任） 

（１）採 決 

10 選 挙 第 ４ 号 上 程……日程第２１（浜名学園組合議会議員補欠選挙） 

（議長の指名推選） 

11 選 挙 第 ５ 号 上 程……日程第２２（静岡県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙） 

（投 票） 

12 発議案第５号から発議案第９号まで上程 

   自 日程第２３（森の力再生事業の継続を求める意見書） 

   至 日程第２７（リハビリテーション専門職（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士）の確保や 
処遇改善を求める意見書） 

 （１）議事手続省略 

 （２）採 決……別紙「採決順序」のとおり 

13 議員の派遣について上程……日程第２８（議員の派遣について） 

（１）採 決 

               日程第２９（鳥井德孝前議長に対する感謝状贈呈） 
14 感 謝 状 贈 呈…… 
               日程第３０（加茂俊武前副議長に対する感謝状贈呈） 

15 表 彰 状 贈 呈…… 日程第３１（永年在職議員に対する表彰状贈呈） 

16 閉 会 の 宣 告 
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採 決 の 順 序 

令和７年６月１７日（火）午前１０時開議 

 

１ 日程第２ 第88号議案から日程第１５ 第101号議案に至る14件の採決について 

 

（１） 日程第 ２ 第 88 号議案 １件……起立採決 

 

 自 日程第 ３ 第 89 号議案 

（２）  ３件……簡易採決 

 至 日程第 ５ 第 91 号議案 

 

（３） 日程第 ６ 第 92 号議案 １件……起立採決 

 

 自 日程第 ７ 第 93 号議案 

（４）                   ４件……簡易採決 

 至 日程第１０ 第 96 号議案 

 

（５） 日程第１１ 第 97 号議案 １件……起立採決 

 

 自 日程第１２ 第 98 号議案 

（６）  ３件……簡易採決 

 至 日程第１４ 第 100 号議案 

 

（７） 日程第１５ 第 101 号議案 １件……起立採決 

 

 

 

２ 日程第２３ 発議案第５号から日程第２７ 発議案第９号に至る５件の採決について 

 

  日程第２３ 発議案第５号 

（１）                   ４件……簡易採決 

  日程第２６ 発議案第８号 

 

（２） 日程第２７ 発議案第９号   １件……起立採決 

 

(35)



 日 程 表 （ 案 ） 

令和７年９月定例会

総 務 委 員 会 第 １ 委 員 会 室

厚 生 保 健 委 員 会 第 ２ 委 員 会 室

環 境 経 済 委 員 会 第 ３ 委 員 会 室

建 設 消 防 委 員 会 第 ４ 委 員 会 室

市 民 文 教 委 員 会 第 ５ 委 員 会 室

21日 木

22日 金

23日 (土)

24日 (日)

25日 月

26日 火
※意見書・請願
　提出期限…午後５時

27日 水

28日 木

議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 第３回定例会の運営について
2 その他

全 員 協 議 会 午後1時30分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

30日 (土)

31日 (日)

9月1日 月

2日 火

3日 水

4日 木

5日 金 本 会 議 午 前 10 時 議 場

1 諸般の報告
2 議案及び企業会計決算上程、説明、休憩
　(議案・企業会計決算説明会)、企業会計決算
　意見の発表、質疑、委員会付託
3 その他

6日 (土)

7日 (日)

総 務 委 員 会 第 １ 委 員 会 室

厚 生 保 健 委 員 会 第 ２ 委 員 会 室

環 境 経 済 委 員 会 第 ３ 委 員 会 室

建 設 消 防 委 員 会 第 ４ 委 員 会 室

市 民 文 教 委 員 会 第 ５ 委 員 会 室

9日 火
※討論通告期限(一般
　・特別会計決算
　以外)…正午

10日 水

11日 木 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 本会議２日目の運営について
2 その他

〇議案配付（一般・
　特別会計決算）

全 員 協 議 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場

1 委員長報告、質疑、（討論）、採決
2 一般・特別会計決算上程、説明、質疑
3 決算審査特別委員会の設置について
4 決算審査特別委員会委員・正副委員長選任
5 委員会付託
6 その他

決算審 査特 別委 員会
（ 全 体 会 ）

午後1時30分 全 員 協 議 会 室

1 健全化判断比率及び資金不足比率並びに内部統制
　評価報告書の報告、一般・特別会計決算の説明、
　監査意見発表
2 分科会の設置及び運営について
3 その他

13日 (土)

14日 (日)

15日 (月) 〔敬老の日〕

16日 火 ※質問通告期限…正午

12日 金

会　議　の　内　容開議時刻

午前9時30分 付託議案審査（一般・特別会計決算以外）

曜
日

8日 月

8月20日 水 午 前 10 時

29日 金

月　日 備　　　考会議場所会　議　名

各種報告事項等

○招集告示
○議案配付(一般・特別
　会計決算以外）

自 　９月　５日（金）

至 １０月２２日（水）

会期 の４８日間
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会　議　の　内　容開議時刻
曜
日

月　日 備　　　考会議場所会　議　名

17日 水

18日 木

19日 金

20日 (土)

21日 (日)

22日 月 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 本会議３日目及び４日目の運営について
2 意見書等の調整について
3 その他

23日 (火) 〔秋分の日〕

全 員 協 議 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場 代表質問

25日 木 本 会 議 午 前 10 時 議 場 一般質問

26日 金

27日 (土)

28日 (日)

29日 月 決 算 第 ２ 分 科 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

30日 火 決 算 第 １ 分 科 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

10月1日 水 決 算 第 ２ 分 科 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

2日 木 決 算 第 １ 分 科 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

決 算 第 ２ 分 科 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

決 算 第 １ 分 科 会 午後1時30分 全 員 協 議 会 室 一般・特別会計決算審査

4日 (土)

5日 (日)

6日 月

7日 火
※第２分科会指摘事項等
　提出期限…午後３時

8日 水
決算審 査特 別委 員会
（ 第 ２ 分 科 会 指 摘
事 項 等 検 討 会 議 ）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整

〔非公開〕
（当局出席不要）
※第１分科会指摘事項等
　提出期限…午後３時

9日 木
決算審 査特 別委 員会
（ 第 １ 分 科 会 指 摘
事 項 等 検 討 会 議 ）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整
〔非公開〕
（当局出席不要）

10日 金
決算審 査特 別委 員会
（指摘事項等決定会議）

午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室 指摘事項等の調整

〔非公開〕
（当局出席不要）
※締めくくり質疑
　通告期限…午後３時

11日 (土)

12日 (日)

13日 (月) 〔スポーツの日〕

14日 火

15日 水

16日 木

17日 金
決算審 査特 別委 員会
（ 全 体 会 ）

午前9時30分 全 員 協 議 会 室
1 分科会報告、締めくくり質疑、意見表明、採決
2 指摘事項・附帯意見の調整（当局出席不要）
3 その他

18日 (土)

19日 (日)

20日 月 ※討論通告期限…正午

21日 火 議 会 運 営 委 員 会 午 前 10 時 第 １ 委 員 会 室
1 定例会最終日の運営について
2 その他

全 員 協 議 会 午前9時30分 全 員 協 議 会 室
1 議会運営委員会の協議結果について
2 その他

本 会 議 午 前 10 時 議 場
1 決算審査特別委員長報告、質疑、（討論）、採決
2 その他

水

3日 金

22日 水

24日
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